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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国経済に係る動向の影響がみられましたが、緩やかな回復

基調が続きました。年末に向けてプレミアム付商品券や大企業のボーナス支給等による期待感がみられ家計動向は

若干上向きつつあるものの、中国経済の情勢や物価上昇への懸念等により企業動向および雇用環境には引続き予断

を許さない状況が続いています。 

当社グループにおきましては、外国人観光客の需要が好調に推移したことに加え、夏休みや９月の大型連休の影

響等もありホテル稼働率及び宿泊客数は好調に推移し、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高で6,035

百万円（前年同四半期比12.1％増）と増収となり、利益面では、宿泊事業における施設間の共通業務一元化等によ

る営業費用の抑制により、営業利益は380百万円（前年同四半期は営業損失22百万円）となりました。 

営業外収益として、豪州における持分法適用関連会社の当第３四半期連結累計期間における持分法による投資利

益37百万円を計上し、更に、平成 22 年度から平成 26 年度までに納付した法人事業税の課税標準額算定方法の変

更により更正がなされ、事業税還付金として 100 百万円を計上いたしましたが、一方、営業外損失として、当社

の保有する豪ドル建て資産に係る為替差損として187百万円を計上したこと等により経常利益は222百万円（前年同

四半期比14.9％増）となりました。また、特別損失として、過年度決算の訂正に係る課徴金を含む費用等208百万

円を計上した結果、匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益28百万円（前年同四半期比85.8％減）となりま

した。さらに、宿泊事業の業績が好調に推移したことを受け、ホテル資産保有を目的とした匿名組合における共同

出資者に対する分配として匿名組合損益分配額179百万円を計上したことにより、四半期純損失は202百万円（前年

同四半期は四半期純利益124百万円）となりました。 

 

 

セグメント別の業績は以下のとおりです 

 

なお、当社は、平成27年７月１日付にて組織変更を行い、「住宅等不動産開発事業部門」、「証券投資事業部

門」及び「霊園事業部門」を管轄する「その他投資事業部門」を新設いたしました。これに伴い、従来の「住宅等

不動産開発事業部門」、「証券投資事業部門」及び「霊園事業部門」は「その他投資事業部門」に含めて開示して

おります。前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、組織変更後の報告セグメントの区分に基づき作成した

ものを開示しております。 

 

 

① 宿泊事業 

 宿泊事業におきましては、依然として外国人観光客の需要が好調に推移したことに加え、夏休みや９月の大型連

休の影響等により宿泊の利用者が大幅に増加したことが寄与し、売上高は5,264百万円（前年同四半期比12.2％

増）と増収となり、利益面では、繁忙期の臨時雇用者の採用を控え、施設間での人的リソースの共有化を図る等の

施策を実施したことにより、営業利益は375百万円（前年同四半期は営業損失42百万円）の増益となりました。

② その他投資事業

 その他投資事業部門におきましては、霊園事業において、販売代理店網の拡充等、積極的な営業活動を展開した

こと等により売上高は771百万円（前年同四半期比11.6％増）と増加したものの、中国経済に係る影響等による現

地通貨安および香港株式市場の株安の影響等を受け、当社が保有・運用する外貨建ての外国証券に係る為替差損お

よび評価損が発生し、営業利益は134百万円（前年同四半期比18.8％減）となりました。

 

 

(2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて2.1％減少し、17,071百万円となりまし

た。

 流動資産は、前連結会計年度末に比べて0.3％減少し、3,575百万円となりました。これは、現金及び預金が129

百万円、その他が60百万円増加し、開発事業等支出金が139百万円減少したことなどによります。

 固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.2％減少し、13,468百万円となりました。これは、有形固定資産が192

百万円、のれんが70百万円、長期貸付金が51百万円減少したことなどによります。

（負債）

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて1.7％減少し、9,396百万円となりまし

た。

 流動負債は、前連結会計年度末に比べて41.8％減少し、2,077百万円となりました。これは、１年内返済予定の

長期借入金が1,446百万円減少したことなどによります。
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 固定負債は、前連結会計年度末に比べて22.3％増加し、7,318百万円となりました。これは、長期借入金が1,366

百万円増加したことなどによります。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.5％減少し、7,675百万円となりまし

た。これは、利益剰余金が202百万円減少したことなどによります。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今後の業績見通しにつきましては、現時点で平成27年８月12日に公表いたしました平成27年12月期の連結業績予

想に変更はありません。

 なお、今後の見通しにつきましては引き続き検討を行い、業績予想に関し修正の必要が生じた場合には、速やか

にお知らせいたします。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計上の見積りの変更）

 当社は、法人事業税資本割の課税標準額の算定において、特定子会社の株式又は出資に係る控除措置(地方税法

第72条の21第6項)（以下、同控除措置という。）の適用の対象外としておりましたが、東京地裁の判例に基づき、

税務当局へ同控除措置の適用可否を確認した結果、同控除措置を適用し、課税標準額の算定を行う方法に変更いた

しました。

 この変更により、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半

期純利益はそれぞれ26,025千円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,545,255 1,674,869 

売掛金 396,612 375,451 

有価証券 413,499 383,495 

貯蔵品 85,499 76,136 

開発事業等支出金 617,979 478,830 

その他 531,225 591,620 

貸倒引当金 △4,180 △5,119 

流動資産合計 3,585,890 3,575,285 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,950,398 3,772,122 

車両運搬具（純額） 18,018 21,449 

工具、器具及び備品（純額） 55,633 64,542 

土地 3,306,726 3,306,726 

住宅用賃貸不動産（純額） 4,656,531 4,629,940 

有形固定資産合計 11,987,307 11,794,781 

無形固定資産    

借地権 5,000 5,000 

商標権 4,311 3,934 

ソフトウエア 25,830 19,948 

ソフトウエア仮勘定 - 1,261 

のれん 1,182,188 1,111,794 

電話加入権 946 946 

無形固定資産合計 1,218,277 1,142,885 

投資その他の資産    

投資有価証券 43,381 37,117 

長期貸付金 454,644 403,296 

その他 70,907 90,881 

投資その他の資産合計 568,933 531,295 

固定資産合計 13,774,518 13,468,963 

繰延資産 70,444 27,363 

資産合計 17,430,853 17,071,612 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成26年12月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 331,364 238,942 

1年内返済予定の長期借入金 1,622,235 175,237 

未払金 961,942 1,077,247 

未払費用 25,972 20,417 

未払法人税等 31,520 44,598 

賞与引当金 - 18,952 

ポイント引当金 874 726 

過年度調査等諸費用引当金 60,000 - 

その他 538,240 501,827 

流動負債合計 3,572,149 2,077,950 

固定負債    

長期借入金 2,544,692 3,911,544 

匿名組合出資預り金 2,776,659 2,728,733 

長期預り保証金 604,661 620,027 

繰延税金負債 5,731 2,622 

その他 51,432 55,123 

固定負債合計 5,983,177 7,318,051 

負債合計 9,555,326 9,396,001 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,423,372 11,432,481 

資本剰余金 5,113,499 5,122,608 

利益剰余金 △8,685,687 △8,887,746 

自己株式 △12,569 △12,614 

株主資本合計 7,838,615 7,654,727 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 △49,745 △47,059 

その他の包括利益累計額合計 △49,745 △47,059 

新株予約権 60,863 43,555 

少数株主持分 25,792 24,385 

純資産合計 7,875,526 7,675,610 

負債純資産合計 17,430,853 17,071,612 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

売上高 5,384,964 6,035,828 

売上原価 3,704,793 4,047,759 

売上総利益 1,680,170 1,988,069 

販売費及び一般管理費 1,702,966 1,607,179 

営業利益又は営業損失（△） △22,795 380,889 

営業外収益    

受取利息 3,882 3,453 

受取配当金 182 2 

為替差益 31,972 - 

持分法による投資利益 277,735 37,274 

事業税還付金 - 100,530 

その他 14,929 9,582 

営業外収益合計 328,702 150,844 

営業外費用    

支払利息 71,563 63,133 

為替差損 - 187,635 

開業費償却 37,375 43,203 

その他 2,953 14,873 

営業外費用合計 111,892 308,845 

経常利益 194,014 222,888 

特別利益    

固定資産売却益 - 32 

負ののれん発生益 5,419 - 

新株予約権戻入益 - 13,590 

特別利益合計 5,419 13,622 

特別損失    

固定資産除却損 34 737 

過年度決算訂正関連費用 - 69,467 

課徴金 - 137,910 

特別損失合計 34 208,115 

匿名組合損益分配前税金等調整前四半期純利益 199,399 28,395 

匿名組合損益分配額 50,254 179,993 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
149,145 △151,597 

法人税、住民税及び事業税 28,700 54,819 

法人税等調整額 △2,950 △2,950 

法人税等合計 25,749 51,869 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
123,395 △203,466 

少数株主損失（△） △641 △1,407 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 124,036 △202,059 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 
 至 平成27年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
123,395 △203,466 

その他の包括利益    

為替換算調整勘定 2,653 2,685 

その他の包括利益合計 2,653 2,685 

四半期包括利益 126,048 △200,780 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 126,689 △199,373 

少数株主に係る四半期包括利益 △641 △1,407 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 
 
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 
 
（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  宿泊事業 その他投資事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 4,693,660 691,304 5,384,964 － 5,384,964 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － － － － 

計 4,693,660 691,304 5,384,964 － 5,384,964 

セグメント利益又は損失

（△） 
△42,512 165,675 123,162 △145,957 △22,795 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△145,957千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費

用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失）

  該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

  該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

  重要性が乏しいため記載を省略しております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年１月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
  宿泊事業 その他投資事業 計 

売上高          

外部顧客への売上高 5,264,653 771,174 6,035,828 － 6,035,828 

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
－ － － － － 

計 5,264,653 771,174 6,035,828 － 6,035,828 

セグメント利益 375,859 134,562 510,422 △129,532 380,889 

（注）１．セグメント利益の調整額△129,532千円は、各報告セグメントに配賦されない全社費用であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

 第３四半期連結会計期間より、会社組織の変更に伴い、報告セグメントを従来の「宿泊事業」「住宅等不

動産開発事業」「霊園事業」「証券投資事業」の４区分から、「宿泊事業」「その他投資事業」の２区分

に変更しております。

  なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第３四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

 

 

（重要な後発事象）

当社は、法人事業税資本割の課税標準額の算定方法を変更した結果、東京都より法人事業税の更正決定による、法人

事業税等約100百万円の還付がなされ、平成27年12月期第３四半期連結会計期間において営業外収益として計上いたしま

した。その後、平成27年10月30日に東京都の更正決定を受けた静岡県の法人事業税の更正決定による、法人事業税等約71

百万円の還付がなされため、平成27年12月期第４四半期連結会計期間において、営業外収益として計上する予定です。
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